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特集特集
みんなでワクワク、興味津々です。（３月23日撮影）みんなでワクワク、興味津々です。（３月23日撮影）

　加治川地区公民館で小学　加治川地区公民館で小学
生を対象とした「苺ジャム・デ生を対象とした「苺ジャム・デ
ザート作り」教室が開催されザート作り」教室が開催され
ました。材料は新発田特産のました。材料は新発田特産の
越後姫です。越後姫です。
　そしてイチゴ農家でもある　そしてイチゴ農家でもある
農業委員が講師として参加し農業委員が講師として参加し
ました。ました。
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当
農
業
委
員
会
で
は
、
去
る
2
月
28
日
に
市
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
「
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、市
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。な
お
、今
回
は
指
導
農
業
士・青
年
農
業
士
の
方
か
ら
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
農
業
者
の
減
少
と
農
地
の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て

近
年
、
離
農
者
が
増
え
て
い
る
が
、
事
前
に
離
農
者
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
ず
、
営
農
計
画
が
立
て
づ
ら
い
。
ま
た
、
小
区
画
で
分
散
し
た
圃
場

が
多
く
、
資
材
費
等
が
高
騰
し
て
い
る
な
か
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
も
生

産
性
が
上
が
ら
ず
、
結
果
と
し
て
支
払
地
代
も
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
意
欲

あ
る
農
業
者
が
持
続
的
な
経
営
を
目
指
せ
る
よ
う
、
農
地
集
約
の
環
境
整
備

等
の
強
化
を
行
政
に
要
望
す
る
。

答
当
市
で
は
、
圃
場
整
備
率
が
71
・
９
％
に
到
達
し
て
お
り
、
県
内
の
整
備
率
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
圃
場
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な
事
業
採
択
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
更
な
る
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
将
来
、地
域
の
農
地
を
誰
が
利
用
し
、ど
う
農
地
を
ま
と
め
て
い
く
か
」

と
い
っ
た
点
等
を
地
域
で
話
し
合
い
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
「
地
域
計
画
」
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３
月
の
策
定
に
向
け
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
各
地
域
で
協
議

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
協
議
結
果
に
基
づ
く
農
地
集
積
・
集
約
に
関
す
る
情
報
等

に
つ
い
て
は
、
意
欲
あ
る
農
業
者
の
皆
様
に
農
業
委
員
会
等
を
通
じ
て
情
報
共
有

が
で
き
る
よ
う
、
計
画
の
策
定
と
併
せ
て
、
体
制
整
備
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
支
援
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
担
い
手
不
足
の
切
り
札
で
あ
る
が
、
高
額
な
費
用
や
専

門
的
な
知
識
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
。
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
機
械
の
購

入
や
貸
し
出
し
の
支
援
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
（
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
）
設
置
に

よ
る
導
入
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
実
績
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）

の
あ
る
企
業
や
研
究
機
関
と
連
携
し
た
政
策
の
策
定
を
行
政
に
要
望
す
る
。

答
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
導
入
し
た
農
業
者
が
そ
の
機
械
を

使
い
こ
な
せ
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど

も
含
め
た
支
援
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
機
械
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県

農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業
（
以
下

：

農
林
県
単
）
に
お
い
て
、
園
芸
分
野
及
び

中
山
間
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
や
品
目
の
拡
充
に
つ
い
て

県
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
農
林
県
単
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
加
速
化
支
援
事
業

が
あ
り
、
加
え
て
、
当
市
で
は
、
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
て
、
除

草
用
機
械
（
ス
マ
ー
ト
農
業
用
機
械
）
等
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
要

件
が
合
う
場
合
は
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
機
械
の
貸
し
出

し
に
つ
い
て
は
、
J
A
等
の
機
械
を
取
り
扱
う
メ
ー
カ
ー
等
へ
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

R
T
K
基
地
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
が
R
T
K
基
地
局
を
設
置
し
、
農
業

分
野
の
み
な
ら
ず
様
々
な
分
野
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
の
政
策
的
な
位
置

づ
け
と
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
段
階
に

お
い
て
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
情
報
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
技
術
の
進
捗
状
況
や
国
の
動
向
を
引
き
続
き
、
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
企
業
や
研
究
機
関
と
の
連
携
や

政
策
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

S
H
I
B
A
T
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
有
機
米
の
産
地
形
成
に
お
け
る
、
除
草
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
開
発
・
研
究
に
お
い
て
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
や
民
間
企
業
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
市
が
企
業
や
研
究
機
関
等
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
必
要
性
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
担
い
手
・
労
働
力
確
保
に
つ
い
て

機
械
化
の
遅
れ
て
い
る
施
設
園
芸
、
畜
産
や
中
山
間
地
の
農
業
は
、
担
い

手
・
労
働
力
の
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
担
い
手
・
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め

に
、
農
業
に
興
味
あ
る
学
生
や
若
い
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
農
村
に
お
け
る

農
業
体
験
交
流
や
移
住
政
策
、
他
産
業
と
の
協
力
関
係
の
構
築
、
外
国
人
労

働
者
や
福
祉
の
活
用
、
農
業
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
（
サ
イ
ト
）
の
活
用
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
方
策
へ
の
取
り
組
み
を
行
政
に
要
望
す
る
。

答
人
口
減
少
及
び
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
就
労
人
口
が
減
少
し
、
農
業
以
外
の
他
産

業
と
の
人
材
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
農
業
の
働
き
手
を
確
保
す
る
の

は
容
易
で
は
な
い
状
況
で
す
。

市政に 届けよう農業者の声を
令和５年度農 業者等との意見交換会
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そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、
農
作
業
の

効
率
化
や
省
力
化
が
図
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
他
産
業
と
の
連
携
等

に
よ
る
労
働
力
確
保
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他

市
優
良
事
例
を
参
考
に
当
市
の
実
情
に
合
う
取
組
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
J
A
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
．
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
情
報
発
信

安
定
的
な
農
業
経
営
の
た
め
に
は
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
と
同
時
に
付
加
価

値
あ
る
農
畜
産
物
の
生
産
が
重
要
と
考
え
る
。
現
在
、
新
発
田
市
で
は
越
後
姫
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
新
発
田
牛
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
が
あ
る
が
、
農
産
物
単

品
だ
け
で
な
く
地
元
食
品
企
業
と
連
携
し
て
加
工
食
品
を
商
品
化
す
る
な
ど
、
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
・
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
強
化
を
行
政
に
要
望
す
る
。　

答
現
在
、
越
後
姫
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
新
発
田
牛
は
市
や
J
A
北
新
潟
を
主
体
と

す
る
各
協
議
会
等
を
設
置
し
、
特
に
力
を
入
れ
て
市
内
外
へ
広
く
P
R
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
新
発
田
・
聖
籠
地
区
の
産
地
育
成
計
画
に
基
づ
き
、

左
記
の
８
品
目
に
つ
い
て
も
、
生
産
量
の
拡
大
に
向
け
て
補
助
事
業
等
に
よ
る
支

援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
新
た
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
情
報
発
信

も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
推
進
す
る
作
物
を
増
や
す
こ
と
で
、
P
R
に
お

け
る
予
算
な
ど
が
分
散
化
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
「
新
潟
県
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
３
月
に
県
産
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
を

は
じ
め
J
A
北
新
潟
と
も
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

加
工
食
品
の
商
品
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
内
食
品
企
業
が
新
発
田
牛
の
レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
や
ア
ス
パ
ラ
ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
た
加
工
品
を
販
売
し
て
お
り
、
飲

食
店
等
と
も
連
携
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
い
ち
ご
、
い
ち
じ
く
の
P
R
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
の
P
R
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
毎
年
恒
例
化
し
て
い

る
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
随
時
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

新
発
田
市
が
推
進
す
る
園
芸
作
物
８
品
目 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ね
ぎ
、
さ
と
い
も
、
い
ち
ご
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
た
ま
ね
ぎ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
え
だ
ま
め

※���

新
潟
県
が
推
進
す
る
ブ
ラ
ン
ド
８
品
目 

新
潟
米
、
新
潟
産
え
だ
ま
め
、
ル 

レ
ク
チ
エ
、
越
後
姫
、
に
い
が
た
和
牛
、
の

ど
ぐ
ろ
、
南
蛮
エ
ビ
、
錦
鯉

市政に 届けよう農業者の声を
令和５年度農 業者等との意見交換会

同時開催
しました

指
導
農
業
士
・
青
年
農
業
士

事 

例 

発 

表

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
地
域
で
活
躍
す
る
若
手
農
業
者
の
方
に
事
例

発
表
を
お
願
い
し
て
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「規模拡大を見据えた取り組みと
後継者としてやってきたこと」
(有)豊浦中央ライスセンター

取締役 大倉 翼さん
(青年農業士)

若手農業者の意識改革のた
めに、「お互いの優れていると
ころは評価しよう」、「必要以
上にコミュニケーションをと
ろう」と発表する大倉さん。

「地域農業を守りながら個人
の経営発展を目指す」

農事組合法人きたしば
理事 藤田 弘行さん

(指導農業士)

法人経営を安定させるに
は、「地域でいちばん信頼さ
れる担い手であり続けるこ
と」と力説する藤田さん。

当日は、約50名の
参加がありました。 特集
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令和６年度の活動方針並びに事業計画が、４月30日開催の農業委員会総会において承認されまし
た。今年度は下記の方針等に基づいて活動を続けていきます。

1. 活動方針  1. 活動方針  
農業委員会が所掌する事務に関する活動方針は次による。

・農地法等に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用の許可等については、公正に審議する。

・農地の利用状況調査を通じ、可能な限り農地所有者等の立会を求め、農地利用の適正化や遊休農地
の発生防止・解消に努める。

・農地等の利用の最適化の推進として、農地所有者の意向の把握や「地域計画」の策定に向けた地域
の話し合い等に積極的に参加し、担い手等への農地の集積・集約化並びに農業への新規参入の促進
に努める。

・法人化等の農業経営の合理化に関し、必要な支援を行う。

・農業委員会活動や農業に関する情報を広報誌等を通じて発信する。

・農業者等との意見交換会等を通じて農業者の声をくみ上げ、関係行政機関に提言する。

なお、農業委員会の委員は特別職の公務員として研鑽に励み、法令を遵守し高い倫理観をもって公
平・公正に職務を遂行する。また、各種研修会には必ず参加する。

２. 事業計画  ２. 事業計画  
活動方針に基づいて以下の会議で審議するとと

もに、各部会においては策定した年間活動計画に
基づいて活動を展開する。

【会議の開催】

　定例総会	 月１回開催
　調査委員会	 月１回（定例総会前）開催
　役員会	 必要に応じて開催
　各部会	 必要に応じて開催
　農業参入計画調査会	 必要に応じて開催 

令和６年度
新発田市農業委員会活動方針
並びに事業計画の決定

月１回開催の定例総会
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【農地調整部会】 
　農地制度の適正な執行のため、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」に基づき、遊休農
地の発生防止・解消活動や無断転用並びに農地の適正な利用状況の把握及び指導を主体とした活
動を展開する。

○利用状況調査（農地パトロール）
　・遊休農地の現地調査及び当該農地権利者

への利用意向調査等の実施
　・相続税または贈与税の納税猶予の適用を

受けている特例農地の現地調査の実施
　・無断転用地の調査及び当該農地権利者へ

の指導の実施・新規取得農地の管理状況
の調査及び不適切管理農地の権利者への
指導の実施

　・農地への不法投棄の監視

○農業振興地域整備に関する法律の適正な
運用

　・農用地区域内にある農業用施設や底面コ
ンクリート張り農地等の現地調査の実施

【農政推進部会】
　就業の場並びに多様な担い手の確保に向
け、新規就農者の支援や地域計画の策定など
農業関係機関・団体と連携した活動を主体と
する。また、農業者（地域）の声を反映した
行政への提言を行う。

○担い手、認定農業者等の育成・確保
　 ･ 市内農業者と市・県並びに農業関係機関・

団体等との意見交換会の開催

○農業委員会の公正な活動及び円滑化に向
けた各種研修会の開催

　・農業委員研修会
　・農業委員会視察研修事業
　・農業者年金研修会

【情報活動部会】
　　農地行政に係る関係法令業務の適正な執行のため、各

種情報を収集し提供することを主体にしつつ農業委員会
活動を市民にPRする。

○目に見える農業委員会活動の発信
　・広報さわやかの発行（年２回）
　・ホームページ等の様々なメディアを通じた情報発信

○農業者の活躍事例の紹介
　・地域資源を活用した起業化支援・推進のための情報

提供
　・新規就農者等の紹介や女性農業者の活躍事例の発信

８月の農地パトロール

意見交換会でグループ討議

広報誌の発行、インターネットでの発信
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農業委員会事務局からのお知らせ

* 地域計画の策定は令和７年３月末までです *
農業を次世代につないでいくた

め、地域の農地利用の将来を「見え
る化」することで、担い手への集積
と集約化の方針の「将来図」とする
ことが、「地域計画」の大事な役割で
す。

令和７年３月までに計画や地図を
策定することとされていますが、地
域の実情に合わせて、随時、変更と
更新することができます。そして、
実現に向けて歩みを進めることとな
ります。川東地区での目標地図作成の様子

地図上に「誰が、どこに」を色付けしていきます

農地法の許可を受けずに以下の理由で農地の権利を取得した場合には、農地のある市町村の農業委
員会事務局へ届出が必要になります。

　○相続（遺産分割・包括遺贈を含む）　○法人の合併・分割　○時効　など

また、令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されました。取得を知った日から３年以内に
相続登記の申請をしなければならないこととされました。

* 相続により農地を取得したら届出を！ *

相続登記されていない農地が社会問題化しています。相続登記されていない農地が社会問題化しています。
手続きはお忘れなく手続きはお忘れなく

●開 設 日 等：�毎週水曜日の午後に新発田市加治川庁舎にて実施（事前
申込みが必要です）

●相 談 内 容：�新規就農相談、集落営農の組織化・法人化、法人設立準
備や手続き等々

●対 応 機 関：市内の県・市・JA北新潟などの農業関係機関
●申込み窓口：新発田市農林水産課農政企画係（☎33-3108）

*「農業支援ワンストップ窓口」をご利用ください * 

相談のために複数
の窓口へ出向く必
要がありません
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全
国
の
農
業
委
員
会
会
長
が
一
堂
に
会
し
、
今
年
は
関
係
者
も
含

め
約
１
，
8
0
0
人
の
出
席
と
な
り
、
当
市
か
ら
は
宮
村
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
政
策
提
案
等
の
議
案
審
議
と
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
、
当
市
も
「
全
国
農
業
新
聞
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
会
場
を
変
え
て
県
下
の
農
業
委
員
会
会
長
が
一
堂
に
会

し
た
な
か
で
、
新
潟
県
選
出
の
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
設
け
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

都
道
府
県
農
業
会
議
お
よ
び
府
県
女
性
農
業
委
員
会
組

織
主
催
の
も
と
、
新
潟
県
か
ら
は
「
に
い
が
た
女
性
農
業
委

員
の
会
」
の
役
員
な
ど
13
人
（
当
市
の
女
性
農
業
委
員
も
含

む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

始
ま
り
、
埼
玉
県
久
喜
市
農
業
委
員
会
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、「
に
い
が
た
女
性
農
業
委
員
の
会
」
の
笠
原
会
長

（
阿
賀
野
市
）
か
ら
も
地
域
計
画
に
お
け
る
委
員
活
動
に
つ

い
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
と
地
域
計
画
の
推
進
に
向
け
た
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
後
日
、
全
国
女
性
農
業
委
員
会
協
議
会

よ
り
農
林
水
産
省
な
ど
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
か
ら
は
出
席
は
会
長
及
び
職
務
代
理

者
、
各
部
会
の
正
副
部
会
長
の
11
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
幅
広
い
農
政
情
報
を
把
握
し
、

地
域
の
将
来
を
念
頭
に
置
い
た
最
適
化
活
動

が
で
き
る
よ
う
開
催
す
る
も
の
で
す
。

研
修
内
容
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
と
今
後
の
農
地
集
積
・
集
約
に
関
す

る
も
の
で
、
講
師
を
全
国
農
業
会
議
所
か
ら

招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
に
と
っ
て
、
各
種
の
大
会
・
研
修

へ
の
参
加
も
大
切
な
業
務
の
一
環
で
す
。

こ
こ
で
は
春
以
降
に
開
催
さ
れ
た
も
の
か
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「がんばろう」を三唱して閉会しました

国会議員との懇談も行いました

全国から約 400 人の女性委員の
参加があるなか、若い女性委員も
多く、活気のあるシンポジウムと
なりました

（写真は事例発表する「にいがた
女性農業委員の会」の笠原会長）

暑い盛りではありますが、県下から約 200
人の農業委員、農地利用最適化推進委員が
参加しました

５
月
29
日

「
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
」

会
場　

東
京
都
文
京
区 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

「
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
」

会
場　

東
京
都
千
代
田
区 

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

３
月
６
日

「
第
１９
回
女
性
の
農
業
委
員
会

   

活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

会
場　

東
京
都
千
代
田
区 

砂
防
会
館

８
月
８
日

「
市
町
村
農
業
委
員
会

代
表
者
研
修
会
」

会
場　

新
潟
市
江
南
区
文
化
会
館
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今回は菅谷地区の菅谷集落にある「なかの
牧場」さんへおじゃましました。

（担当：布施 義隆 委員）

今
回
は
、
菅
谷
地
区
で
酪
農
と

水
稲
栽
培
を
行
う
、
な
か
の
牧
場

の
中
野
浩
一
さ
ん
（
47
歳
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
経
営
規
模
は
水
稲

約
20‌
ha
、
乳
牛
75
頭
で
経
営
し
て

い
ま
す
。
自
社
の
牛
舎
か
ら
で
る

牛
糞
を
堆
肥
化
し
て
田
ん
ぼ
に
撒

き
、
水
稲
栽
培
で
は
循
環
型
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と
で
化
学
肥

料
を
減
ら
し
て
栽
培
す
る
特
別
栽

培
米
も
以
前
か
ら
取
り
入
れ
、
新

発
田
市
の
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

何
度
も
受
賞
す
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
で
お
い
し
い
お
米
を
作
り
続

け
て
い
ま
す
。

酪
農
で
は
成
牛
60
頭
、
子
牛
15

頭
を
飼
育
し
て
お
り
、
１
日
５
回

の
給
餌
は
自
動
化
さ
れ
、
牛
舎
の

清
掃
と
搾
乳
は
１
日
２
回
、
朝
と

夕
方
に
行
い
、
作
業
の
合
間
に
田

ん
ぼ
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。

搾
乳
し
た
牛
乳
は
出
荷
す
る
ほ

か
、
自
社
が
経
営
す
る
お
店
で
ジ
ェ

ラ
ー
ト
に
し
て
販
売
も
行
っ
て
お

り
、
月
岡
温
泉
地
内
に
あ
る
産
直
市

場
の
中
に
店
舗
を
構
え
、
常
時
８
～

12
種
類
の
品
揃
え
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
元
で
も
兄
妹
が
経
営

す
る
カ
フ
ェ
で
販
売
す
る
な
ど
、

地
区
内
で
は
い
ち
早
く
農
業
の
６

次
化
に
取
り
組
み
、
一
歩
先
を
行

く
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
自
分
の
子
供
と
一
緒

に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
更
な

る
経
営
の
安
定
化
と
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

６
次
産
業
化
で
一
歩
先
を
行
く
経
営
を

６
次
産
業
化
で
一
歩
先
を
行
く
経
営
を

酪農に携わり23年、乳牛の飼育に向き合い続けて
います

農
業
委
員
会
広
報

8
月

号
N

o.53

さ
わ
や
か
は
私
た
ち
が

編
集
し
ま
し
た
。

■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
　

☎
 0

2
5
4
-3

3
-3

1
1
9

　
　

　
　

〒
959-2415 新

発
田

市
住

田
510番

地
 FA

X
 0254-33-3930

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

編
集
委
員
長
	
髙
木
　
辰
夫

編
集
委
員
	
杉
林
　
　
武
・
渡
邉
　
博
子
・
若
杉
智
代
子
　
	

	
	

阿
部
　
國
範
・
村
田
　
研
悦
・
宮
村
　
正
義
・
苅
谷
　
恒
夫
	

	
布
施
　
義
隆
・
武
藤
　
直
樹
・
清
野
　
敏
昭
・
渋
谷
　
　
淳
・
横
野
　
　
寛

食料・農業・農村基本法が改正されました。このこと
によって、農業が希望の持てる産業に発展することを願
うとともに、最低限、農業で経営が成り立つような仕組
みが確立し、若者に農業の面白さが伝わって欲しいと
思っているところです。しかしながら、昨今の食料事情
は自給率が上がらず、輸入に頼ることで維持していると
いう現状に慣れきっている中、皮肉にも他国の終わりの
見えない戦争によって、農業が国の基幹産業であること
にも改めて気付かされました。

すでに農業従事者は減少が止まらず、気候変動による
異常気象などの影響が出たり、農業情勢はますます厳し
くなっています。この現状を変えるには、国民全体が自
給率の向上を自分の問題として考えることが農業再生の
第一歩で、子供達にも理解できるような、丁寧な周知活
動が大切です。

農業委員会としても、若い人材が、多種多様な職業の
中から農業を選択してもらえるような興味が持てる情報
を発信していきたいと思います。� (渡邉 博子 委員)

インフォメーション

令和６年度事務局人事異動 
(令和６年４月１日付け)

～よろしくお願いいたします～

農地調整係　係長　中村 典子（同係　主任から）

現況届をお忘れなく
～お忘れの方はいませんか？～
●�年に一度の現況届の提出がないと、11月の支払いか

ら年金が差し止められますので、ご注意ください。
●�現況届は受給者の方へ、６月初めころに郵送されてい

ます。
●�届け出先は、農委事務局、農協各支店・購買センター

など。

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119

カフェでジェラートを販売

農業者年金農業者年金をを受給受給しているしている方方へへ


